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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，メディアイクエーションが情報検索における利用者の評価や検索行動に与
える影響を検討することである．まず擬人化エージェントに検索システムの窓口の役割を付与した検索インタフェース
を構築し，システムの印象や評価について検討した．実験の結果，擬人化エージェントを用いたシステムに対してより
親しみを感じ，評価も高くなることが示された．次に擬人化エージェントにユーザと共同検索を行う仲間としての役割
を付与し，共同検索の関わり方の異なる2つの検索インタフェースを構築した．実験の結果，どちらもベースシステム
よりもよい印象を与え，かつ多様なキーワードの利用を促進した．また関わり方による違いもみられた．

研究成果の概要（英文）：This study aimed to investigate the effect of human agent interaction in web 
search system on users’ evaluation and impression of the system and their search behaviors. First, we 
constructed the system with agent who serves as a contact. The experimental results showed that the 
impression of the system changes by adding human elements to the system.
Seconds, we constructed the systems with agent who plays as a colleague, we constructed three systems 
that were the system with a “snuggle agent” who provided suggestions and evaluations on user’s search 
and a “twin-track agent” who provided their search and search results, and a base system without an 
agent. The experimental results showed that (1) uses’ impression of the agent systems were greater than 
that of the base system, (2) the users who used the agent systems changed keywords more frequently than 
the users who used the base system.

研究分野：情報検索，HCI

キーワード： Human Agent Interaction　擬人化エージェント　メディアイクエーション　情報検索　インタフェース

  ２版



様	
 式	
 Ｃ－１９，Ｆ－１９，Ｚ－１９（共通）	
 

１．研究開始当初の背景 
Web サーチエンジンは，Google が飛躍的

な発展を遂げるきっかけとなった PageRank 
アルゴリズムを始め，膨大な検索ログを使っ
たキーワード推薦や，ランキングの改善など，
日々新しい技術の開発が進められている．し
かしながら，検索インタフェースについては，
図 1 に示したように 10 年以上前から「キー
ワードの入力ボックスに検索ボタン」のまま
大きな変化がみられていない． 

 

 

図 1: サーチエンジンのインタフェース 
 
一方で，HCI(ヒューマンコンピュータイン

タラクション) や HAI(ヒューマンエージェ
ントインタラクション) の分野では，人とシ
ステムや擬人化エージェント，ロボットがど
のようにインタラクションをするのか，また
システムをどのように設計すれば人とうま
くインタラクションできるのかといった点
について研究が行われている．特に HAI で
は，人のシステムに対する適応能力や，人は
対象を擬人化して扱う傾向があるといった
心理学的な知見を応用したインタラクショ
ンデザインを目指している． 
情報検索分野においても，人の心理学的な

傾向とインタフェースの関連性を調べた研
究は行われている．Oulasvirta et al.(2009) 
は，サーチエンジンの利用における Paradox 
of Choice について検討し，検索結果一覧で 1 
度に表示される件数が多くなると満足度が
下がることを報告している．しかしながら，
実用的な新しい検索インタフェースやイン
タラクションの提案につながるほど十分な
研究の蓄積はなされていない．そこで本研究
では，HAIの研究アプローチに基づき，人の
心理的な傾向を応用したインタフェースを
開発し，インタフェースが利用者の主観的な
評価や情報検索行動に与える影響について
実験的に検討する． 
本研究では，HAI の領域におけるメディ

アイクエーション研究に着目する．メディア
イクエーションとは，人対人の社会的反応に
関する知見が，人対メディアでも成り立つと
いう考え方である．Nasset al.(1994) は，「人
は自画自賛するコンピュータに対して，本来

より高い評価を与える」ことを実験的に検証
した．実験では，参加者はあるコンピュータ
で学習を行い，その後そのコンピュータの性
能評価を行った．性能評価の際に，自分はよ
くやったと自画自賛するコンピュータ自身
に評価を返す場合と，他のコンピュータに評
価を返す場合を比較すると，前者の方がより
肯定的な評価を返していることが明らかに
なった．また竹内(2001) も同様の検討を行い，
人がエージェントに対して遠慮や気遣いと
いった行動をとることが示されている． 
本研究では，これらのメディアイクエーシ

ョンの研究アプローチを Web の情報検索に
おけるシステムと利用者のインタラクショ
ンに適用する．その上で，効率重視のインタ
ラクションが主流の情報検索システムのイ
ンタラクションにおいても，メディアイクエ
ーションの概念が成り立つのかを検討する． 
 
２．研究の目的 
本研究の研究課題は以下の 2 点である． 

(1) メディアイクエーションが情報検索に
おける利用者の評価や検索行動にどの
ように影響するのかを実験的に検討す
る．	
 

先行研究で検証されてきたメディアイク
エーションの各事例を適用した実験用のサ
ーチエンジンを開発する．開発したシステム
を使った実験を行い，情報検索において，ど
のようなメディアイクエーションが利用者
のシステムや検索結果に対する満足度に影
響するのかを検討する． 
(2) メディアイクエーションを応用したサ

ーチエンジンインタフェースを開発し，
インタフェースの効果を評価する．	
 

実験結果に基づき，メディアイクエーショ
ンを応用したサーチエンジンインタフェー
スを開発する．インタフェースは Web で公
開し，一般のユーザの利用ログを収集してイ
ンタフェースの評価を行う． 
 
３．研究の方法 
目的ごとに，研究の方法を記載する．この

部分と 4の部分は対応するように項目タイト
ルをつける． 
(1) 情報検索におけるメディアイクエーシ

ョンの応用に関する実験的検討	
 
情報検索におけるメディアイクエーショ

ンの応用に向け，擬人化エージェントとのイ
ンタラクションについて以下の研究を実施
した．各研究の方法を説明する． 
①	
 人とエージェントとの問題解決	
 
人がエージェントと協力して問題解決を

行う際に，エージェントの能力に対する自己
開示と，実際の能力とのギャップがエージェ
ントに対する信頼感や行動にどのような影
響を与えるのかを検討した．エージェントの
アドバイスを参考に Tパズルを解くシステム
を作成し，エージェントの自己開示の能力
（得意・不得意）と，実際の能力として Tパ
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ズルのアドバイスの質（高い・低い）を組み
合わせた 4つの条件を設定して実験を行った．
実験参加者は大学生の男女 40 名で，各条件
にランダムに割り当てた．参加者は，実験シ
ステムを使って Tパズルに取り組んだあとで，
課題の難易度，エージェントの能力，エージ
ェントの印象についてアンケートに答えた． 
②	
 エージェントによる説得	
 
説得エージェントが被説得エージェント

に説得する様子を見せることで間接的にユ
ーザを説得するオーバーハードコミュニケ
ーションにおいて，被説得エージェントの反
応の違いによって，間接的な説得の効果に違
いが見られるかを調べた．実験では，被説得
エージェントの反応を，説得エージェントの
説得を全て肯定する条件(肯定条件)，全て否
定する条件(否定条件)，ユーザの意見に合わ
せる条件(同調条件)を設定し，4 つの話題に
ついて説得エージェントが被説得エージェ
ントに説得を行う実験システムを開発した．
実験参加者はランダムに各条件に割り当て
られ，4 つのトピックについて説得エージェ
ントが被説得エージェントに説得される場
面を見た．その場面の前後で，各トピックに
対する参加者の意見を調べ，オーバーハード
コミュニケーションの前後における意見変
容の差を分析した． 
③	
 エージェントの自己呈示と信頼感	
 
エージェントとの共同検索を行う状況で

は，ユーザのエージェントに対する好意や信
頼感を上げる事が重要である．人同士のコミ
ュニケーションの研究から，自己呈示やフィ
ードバックの種類によって，人に対する能力
推定や課題遂行意欲に影響を与えることが
明らかになった(沼崎・工藤，2003;	
 古谷・
北川，2011)．そこで，以下の実験を行い，
エージェントからの自己呈示やフィードバ
ックの影響について検討した． 
エージェントからの自己呈示(自己高揚

的・自己卑下的)と，フィー	
 ドバック(ポジ
ティブ・ネガティブ)が人の課題遂行意欲や
エージェントに対する印象に与える影響を
検討した．実験では，自己呈示とフィードバ
ックの種類を組み合わせた 4つの実験プログ
ラムを作成した．実験プログラムでは，まず
進行役のエージェントが実験課題について
説明する．その後，自己呈示とフィードバッ
クを行うエージェントが登場して自己呈示
を行う．その後，参加者は課題を遂行し，課
題終了後にエージェントからフィードバッ
クを与えられた．フィードバック後に課題の
修正をするかどうかを課題遂行意欲の指標
とし，実験後にエージェントの印象を調べる
アンケートを行った． 
(2) メディアイクエーションを応用したサ

ーチエンジンインタフェースの開発と
評価	
 

①	
 検索システムの窓口としての擬人化エー
ジェント	
 
情報検索におけるメディアイクエーショ

ンの応用として，まず擬人化エージェントに
検索システムの窓口としての役割を付与し
たインタフェースの効果を検討した．窓口と
なる擬人化エージェントのキャラクターや
口調によって，システムや検索結果に対する
評価や印象にどのような違いが見られるか
を検討するため，2	
 つのキャラクター(人・
ロボット)と 2 つの口調(権威的・謙虚)を組
み合わせた実験システムとキャラクターや
口調を提示しないベースシステムを構築し
た．構築したシステムを用いてシステムの印
象や評価を比較する実験を実施した．図 2は，
実験システム及びベースシステムの構成で
ある．検索機能には，Yahoo!	
 Japan の
SearchAPI を利用し，インタフェース部分の
み，実験システム，ベースシステムによって
異なるものを設定した． 
	
 

	
 

図 2:	
 システムの構成	
 

	
 
大学生 43 名が実験に参加し，参加者はラ

ンダムに 4 つの条件に割り当てられた．1 人
の参加者が，ベースシステムとキャラクター
システムの 1つの 2つのシステムを使って課
題に取り組んだ．システムの順序はカウンタ
ーバランスをとった．実験では，参加者は 1
つのシステムごとに 4つの合計 8つの検索課
題に取り組んだ．課題は，「イベント」「商品」
「建物」といった事項についてのページ(サ
イトやホームページ)を探すものであった．
参加者は，課題が終わるたびに「目的のペー
ジ」の URL を記入し，課題の難易度と，検索
結果に対する評価を行なった．さらに参加者
は，2 つの検索システムをそれぞれ使用し終
えた時点で，検索システムの印象についての
評価と，検索システムに対する評価を行なっ
た． 
②	
 人と擬人化エージェントとの共同情報検
索	
 
情報検索におけるメディアイクエーショ

ンの応用として，擬人化エージェントに利用
者と一緒に検索を行う仲間としての役割を
付与し，その効果について検討した．実験用
のプロトタイプシステムとして，Windows	
 
Azure の Bing	
 Search	
 API を利用したサーチ
エンジンを開発した．擬人化エージェントの
部分は Flash で作成した．擬人化エージェン
トとユーザとの共同については，ユーザと並



行して検索を行うともばたらき型と，ユーザ
に助言や評価を与えるよりそい型の 2種類の
パターンを用意した．図 3は実験システムの
画面を示している． 
	
 

	
 

図 3:	
 実験システム	
 

	
 
エージェントの振る舞いが，ユーザのシス

テムに対する印象や検索行動にどのように
影響するのかを検討するために実験を行っ
た．実験は，システムの種類(よりそい，と
もばたらき，エージェントなし)を要因とし
た 1要因参加者間計画で実施した．検索課題
は，生活習慣病とその予防についてポスター
を作るために参考になりそうな画像や写真
を探すというものであった．検索課題を行っ
た後で，課題の難易度，評価，自分自身の出
来具合，システム全体の印象と評価，キャラ
クターの印象と評価，キャラクターのコメン
トを参考にしたかについてアンケートを行
った． 
	
 
４．研究成果	
 
(1) 情報検索におけるメディアイクエーシ

ョンの応用に関する実験的検討	
 
①	
 人とエージェントとの問題解決	
 
実験終了後に実施したアンケート結果を

分析した結果，エージェントの能力と課題の
難易度，達成度においては，エージェントの
コメントの質が高い方が高くなり，能力の自
己開示の効果はみられなかった．それに対し
て，印象においては，自己開示の効果がみら
れ，「好きな-嫌いな」において参加者は自分
の能力を低く自己開示したエージェントを
より好ましく感じていた．また「信頼できる
-信頼できない」に関しては自己開示と実際
の能力との交互作用がみられ，参加者は自己
開示の内容と実際の能力が一致しているエ
ージェントをより信頼できると思う傾向が
みられた． 
②	
 エージェントによる説得	
 
説得の前後での説得話題に対する参加者

の意見変容を分析した結果，被説得エージェ
ントの説得エージェントに対する反応によ
って，説得前後の意見変容や被説得エージェ

ントおよび説得エージェントの印象に違い
がみられることが明らかになった．参加者の
意見に同調する被説得エージェントにおい
て，意見変容や印象によい効果がみられ，説
得エージェントの説得をすべて否定するエ
ージェントにおいては，否定的な方向への同
調を誘発したことが明らかになった． 
③	
 エージェントの自己呈示と信頼感	
 
実験の結果，課題遂行意欲については，フ

ィードバックの効果がみられ，ネガティブフ
ィードバックの方が課題を継続する参加者
が多かった．エージェントに対する印象につ
いては，卑下的な自己呈示を行い，ポジティ
ブなフィードバックを与えたエージェント
に対する好意が最も高かった． 
(2) メディアイクエーションを応用したサ

ーチエンジンインタフェースの開発と
評価	
 

①	
 検索システムの窓口としての擬人化エー
ジェント	
 
実験結果について，ベースシステムと実験

システムの比較および実験システム間の比
較を行った．ベースシステムと実験システム
とでは，実験システムの方が親しみやすい，
人間的な印象を持つことが明らかになった．
また，システムの評価においても実験システ
ムの方がベースシステムより有意に高くな
ったことから，検索性能に関わらずキャラク
ターの付与がシステムの評価に影響を与え
ることが明らかになった．実験システム間の
比較から，キャラクターの種類や口調の効果
があきらかになった．システムに対する印象
の結果から，口調が謙虚なときは人のキャラ
クターが，口調が権威的なときはロボットの
キャラクターの方がより信頼感を与えるこ
とが明らかになった． 
②	
 人と擬人化エージェントとの共同情報検
索	
 
実験結果について，エージェントなしとよ

りそい，ともばたらきをそれぞれ比較した．
その結果，よりそいを使用した参加者は，課
題の楽しさを感じ，またシステムに対して人
間的な印象を持っていた．ともばたらきを使
用した参加者は，課題の困難さを感じ，シス
テムに対して人間的な印象や「うるさい」印
象を持っていた．この結果から，共同検索と
いう状況でのエージェントの関わり方によ
って，参加者の受ける印象が異なり，直接手
を出さずに提案やポジティブな評価をする
よりそい型の方が，自分の作業や成果を一方
的に報告するともばたらき型よりも課題や
エージェントに対してポジティブな印象を
もつことが示唆された．さらに，ユーザの行
動の分析からは，どちらのシステムもエージ
ェントなしに比べて多様なキーワードの使
用がみられたことから，エージェントとのイ
ンタラクションがユーザの行動に影響を与
える可能性が示唆された． 
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